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１はじめに

2004年４月１日、全国で、６６校の法科大学院が開校した。これから各大学が個

性を出しながら、それぞれの教育理念に従って、目指す法曹を要請していくの

である｡琉球大学においても2000年以来法科大学院設置の取り組みが進めら

れてきた。2000年、沖綱サミット開催の迫った６月25日、地域における法曹教

育のあり方として､沖縄に適した法曹教育についてシンポジウムを開催した(1)。

沖縄の地理的、歴史的、文化的特性を活かした、地域に根ざしながらも世界を

見る法曹人の養成は、この時点ですでに琉球大学の特色として、外国における

サマープログラムの実現を垣間見せるものであった。

さらに、２００２年３月、ハワイ大学ロースクールのデイーン（当時)、ローレン

ス・フォスター教授を基調講演者としてお招きし、アメリカのロースクールに

おける教育およびハワイにおけるロースクール設置のいきさつなどを話して

いただいた(2)。フォスター教授には講演後のシンポジウムでもパネリストと

してご参加いただいた。筆者はその際に、琉球大学法科大学院の構想を報告す

る役にあった。

(1)
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実は、フォスター教授にお会いしたのは、４年前にさかのぼる。琉球大学の

法科大学院設置構想をより具体化するため､沖縄弁護士会と合同の視察団を作

り、ハワイ大学ロースクールを訪れたのは、200】年３月のことであった。かね

てより、ハワイ大学と琉球大学の間では交流協定が締結されており、両校の間

で沖縄のことについて多くの協力がなされてきたが、日本で初めて設置される

法科大学院を沖縄にもということで､1982年にアメリカのロースクールでもか

なり最近に設置されたハワイ大学ロースクールの経験を活かせるのではない

かと考え、訪問をしたのであった。その際に、ハワイ沖縄県人会の役員であ

り、ハワイで弁護士をしているエドワード久場さんにご協力をいただき、フォ

スター教授をご紹介していただいたのである。フォスター教授は、ハワイ大学

ロースクールを案内しただけでなく、ハワイ大学ロースクールに関する説明講

義および質疑応答や陪審裁判など興味深い裁判の現場をも案内していただい

たのであった(3)。そのときお会いしたのが初めてであったが、mootcourtroom

でのフォスター先生による説明講義および質疑応答、裁判所訪問などの際

に、筆者は通訳も兼ねていたので、より友好な関係が持てたのであった。

上記のようなご縁で､フォスター先生には琉球大学の法科大学院設置構想シ

ンポジウムの基調講演をお引き受けしていただいたが､アメリカのロースクー

ルを基本的な部分で導入しようとする点で､ハワイ大学ロースクールと非公式

ながら、このようなタイミングで親密な関係の基礎ができたことは大きな意義

があった。このことはさらに、今回の琉球大学法科大学院サマープログラムの

実現に大きな力となった。

註

(1)琉大法学65号257頁以下参照。琉球大学シンポジウム「沖縄における法曹養成と

法科大学院」

(２）詳しくは琉球大学法科大学院設置榊想シンポジウム報告書「法科大学院一大学

院および学部の法学教育の内容と方法」７１頁以下参照。なお、フォスター教授

(2)
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の基調講演は、筆者の文賢で翻訳をした。

この合同鯛査について、詳しくは沖縄弁護士会・琉球大学合同ハワイ大学ロー

スクール調査報告書沖縄弁鐙士会発行参照。

(3)

２今サマープログラムへのいきさつ

2002年３月に、琉球大学法科大学院設麗シンポジウムを開催し、そこでフォ

スター先生に基調識演をお願いしたことはすでに触れたが､その際に筆者の報

告した具体的構想は､ハワイ大学ロースクールとの将来的な単位互換も視野に

入れたロースクール間の国際的な協力関係という沖縄とハワイの友好姉妹関

係を活用した独特のものであった。その中では、英語によるロースクール並み

の講義が､今後の日本の法科大学院の幅を広げるという、まさに琉球大法科大

学院の理念で言う「地域に根ざし、国際的な視野を持つ法曹の育成」を実現す

るものと考えたからである。当初、文科省はアメリカのロースクールとの交

流、姉妹校提携、英語による法曹養成講義などほとんど聴く耳を持たなかっ

た。しかし、現在はむしろ少なくない数の法科大学院が、参考とするものを含

めてTOEFLなど英語の能力を入試の際に求めており､文科省も国際化に対応し

て無視できないところまで進んで来ている。

したがって琉球大学は文科省への申請の段階から、アメリカのロースクール

の講義を念頭に入れた講義計画を持っていたのである｡法科大学院生にアメリ

カのロースクール学生のカウンターパートとしての誇りとモチベーションを

持ってもらうということで、フォスター教授との間で、琉球大学法科大学院に

英語による講義を提供してもらうことをお願いして､教授には快く引き受けて

いただいた１０１。

このように､設置計画書というレベルでは琉球大学法科大学院の提供科目の

１つとして､選択科目の中にアメリカ法をフォスター教授が個人的な参加の形

でこれまでのいきさつから好意的に行うものというのが､琉球大学の具体的な

ハワイ大学ロースクールとの関係の内容であった。しかしながら、その問、筆

(3)
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者は何度もフォスター教授とのやり取りの中で｡法科大学院とロースクールと

いうレベルで具体的な交流協定が可能かどうかについて打診をしてきた。まだ

機関として交流協定を締結するのは難しかろうというのがフォスター教授の

見方であったし、文科省の設置認可が下りるかどうか不確定な中で、正式の協

定を結ぶことは困難であるのは、常識的な見解であった。ただ、母体組織であ

る、琉球大学とハワイ大学が交流協定を締結しており、すでに学部レベルでは

両校で多くの交換留学生が誕生し､単位認定を行ってきた実繍があることは非

常に大きな良い要素であるとの認識を示されていた。

2003年11月、琉球大学に全国の法科大学院と同時に設騒認可が下りたが、そ

の際にハワイの方にお知らせし、返事ではお祝いのメールを頂いた(2)。沖縄

の地理的、歴史的、文化的特色を背景に他の法科大学院との違いを強調してき

た、琉球大学法科大学院の理念は、着実に実現されねばならない。それは、ハ

ワイの地理的。歴史的。文化的背景を生かして、アメリカにおけるロースクー

ル教育に多様性を盛り込むことに大きく貢献したハワイ大ロースクールと同

じ役割を日本の中で担うという点である｡ハワイ大ロースクールの開校後の取

り組みとその努力は､琉球大学法科大学院の未来に向けた努力が並大抵ではい

かないことを示唆してくれ、気持ちの引き締めには十分であった｡、またアジ

アパシフイックに開かれた環境を生かし、この分野に関する法領域では全米で

も高位にランクされている点も大いに刺激を与えるものであった。

日本の中のアジアパシフィックの法領域に強いロースクールを目指し、ハワ

イ大口一スクールと提挽することは、ここに言うまでもなく、沖縄の特色を生

かす方向になればなるほど、自然の成り行きであった、こうして、ハワイ大と

の提携を確立すべく、ハワイに向かったのは、設置認可よりも3ヶ月前に遡る

2003年８月のことであった。おりしも、ハワイにおいて世界ウチナーンチュ大

会が開催され、その一環として、ハワイー沖縄法律家会議が開かれていた。ハ

ワイ大の模擬法廷教室（mOOtcOurtTOOm）において開催されたこの会議に沖縄

(4)
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側は琉球大学および沖縄弁護士会から、１０人が参加した(3)。

琉球大学の森田孟進学長もハワイ大を訪問しており、時間の都合からハワイ

大の学長訪問の前に、ロースクール訪問をしたいとのことで、新Deanとなった

ソイファー教授にお会いすることとなった｡筆者はハワイ大ロースクールとの

提携を強調し、パソコンを使って、その必要性を説明した。ソイファー教授は

受け入れに前向きの見解を表明した｡ソイファー教授は憲法の先生で筆者と同

じ専門分野ということもあって､非常に話しやすい方であった。前Deanのフォ

スター教授が琉球大学法科大学院のことについては、新Ｄｅａｎのソイファー教

授にきちんと申し送りをされていたようである。

こうして両法科大学院の関係に一応の基礎を固めた後､いよいよ琉球大学法

科大学院生に対する客員講義や交換留学等の話を持っていくことになるのだ

が、2003年４月より法科大学院設置準備室長に就任された島袋鉄男教授ととも

に再びハワイ大学ロースクールを訪れたのは法科大学院がスタートする1ヶ月

前の３月であった。その時期は、日本の法科大学院の一斉スタートを1ヵ月後に

控え､多くの法科大学院や団体からハワイ大学ロースクール訪問の予定が組ま

れていたようである。このような忙しい中でありながら、琉球大学法科大学院

からわれわれが訪問したことについて､誠意を持って対応して頂いたことには

本当に感謝したい。この際にはDeanの部屋で､新旧のDeanのソイファー、フォ

スター両教授がひざを交えた形で、和気繭々といろいろな内容の懇談をした。

その際に、フォスター教授が、アメリカ本土のあるロースクール主催のハワイ

サマープログラムのパンフレットを提示してくれたのである｡以下は法科大学

院に関して交わしたやり取りである｡最初は文科省に対する設置申請するため

フォスター先生の英語による講義を琉球大学法科大学院の正式科目(先端展開

科目）として、定期的に提供してもらう文書から始まる。その延長線上に「地

域にこだわりつつ世界を見る法曹」教育の理念から、ハワイ大学ロースクール

における琉球大学法科大学院サマープログラムの着想に至るのである｡その後

(5)
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ｌま法科大学院の設置認可がなされるかどうかということにかかっていたわけ

だが、2003年11月に法科大学院の設圏が琉球大学に対して認可された。これか

ら、全国一斉にスタートとなるのである。そして、具体的なサマープログラム

の実施について、島袋設麗準備室長（４月１日より法科大学院長）とハワイ大

ロースクール訪問をするための文書のやり取りと続く。2003年初夏の時点です

でに、フォスター教授はDeanの職を下り、通常の教授職に戻ってきていた。

最後の部分は琉球大学法科大学院のサマープログラム実施について触れた部

分を掲載したものである。特に、実施されたプログラムと筆者の提案したプロ

グラムとの比較を参考にしてほしい。

OnFrLl6May2003,

ProfLawrcnceFoster；

Hello，howareyouProfPoster？ｌａｍＴｂｔｓｕｍｉＴＡＫＡＲＡａｔｔｈｅＵｎｉｖｅｒｓｉtyof

thcRyukyus、ThankyouveIymuchfbryourspcechalthesymposiumheIdattheUni‐

ｖｅ応ityofthcRyukyuslastyea爪OurlawschooIplanningisslilIsuwive，ａｎｄundcr

negotiationwithMonbu-sh０．１thinklhcnumberoftheIawshoolsaJEIimitcdIo］O-12

1brthenationalunivcrsities、Ｉ、ordcrtogetaconsemfromMonbu-sho・weneed

charactcristicideaoffbundingalawschoolMonbu-shoisintcrestcdinourlawschoo］

planningtohavcscvcralclassesteachinglawinEnglishTbmo】Tow､ｗｉｔｈａｎＡｍｅ｢ican

lawprofessoLIamgomgtogivcalcctu応onJapancseconstitutiona]lawjnEng1ish

asopcnclass・ＩｆＵ、HLawcouIdscndaproIbssoronceayearorin2yca庵，ｅｖｅｎ

asanintcnsivecIassfbraweekorso・Monbu-showouIdhavebiggeTinterestinour

lawschoolplanninglfthcreisanypossibilitytotalkaboutthesubject，Profbssor

ShimabukuroandlcouldvisitHawaiiiMormaⅡy、Wewouldbevclyhappyifwc

couldmcetyouatyourconvenicnce・IamIookingfbrwardtoyourquickrepIylam
sorTVfbrsuddenasking・

Sinccrelyyours．ＴＵｓｕｍｉＴＡＫＡＲＡ

(6)
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AtHawaiiItcachAmcricansccuritiesregu]ationreadingsinChinescIaw（using

Chineselanguagematcrials)，extemship，and1egalwriting・Hcrcisthecoursc

description：

AmericanSecuritiesRegulation・ThestudyofthedisclosurephilosophyofthefbderaI

securitieslaｗｓａｎｄｔｈｅｎａｔｕ｢eandreguIationofthesecu｢iticsmarkets・Ｔｈｅ泥Iavant

statutesaretheSecuritiesActofl933andtheSecuritiesExchangcActofl934・

Iwouldlovetocomeandtcachaone-weeklccturccoursconAmericanSccurities

Lawsometimeifthalfitsinloyourplans、Altemativcly，oratthesametimc，Icould

givc2-31ecturCson：judjcialindcpendcnce，corporategovemance，and/orrecent

changcsinAmcricansccuritiesrcguIation

LawrenccCFoster

ProfbssorofLaw

Universityofllawaii

ProfLawTcnceFostcr；

ThankyouvcIymuchfbryourkindoffbrofIecture、IfMonbushogiveapermission

offbundingaLawScboolto【heUniversityofthcRyukyus・thcschooIstartsfmmApril

2004・IamreallysorTyfbrulgentaskingandwearcreallytbankmItoyoulb｢youT

kindnessandgrcathclp

llelsumimdhKＡＲＡ

サマープログラムの実施に関連して、島袋設圃準備室長(４月1日より法科大

学院長）とハワイ大ロースクール訪問をすることに対して次の返事を頂いた。

Iamlookmgfbrwardtoyouwisitnextmonthlamplanningtotakcthctwoofyou

(odinneronsaturday，Ｍａｒｃｈ６・ifvouareavailableIstill妃mcmberyourvely‐

(7)
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gracioushospitalitywhenlvisiにdOkinawaHercisatentativcscheduIefbTyou

ThursdayDinnerhostedbｙＥｄＫｕｂａＡＩｓｏａｔｔｃｎｄｉｎｇａｒｅＤｃａｎＳoiferaJudProfbsso「

MarkLevin（?）

Fridav2：00-3：OOmectingwithDcanSoiにｒｉｎｈｉｓｏｍｃｃ・FridayDinmer--

possibIybbumoldcfiniteyet、ThcrcstofFridaystiⅡlobcarTangcd--Poにntialmec(ing

withlhcDeanofthcSchoolofHawaiianAsianandPacincStudics、ATethereothcr

mcetingswecouldarrangelbryouorwouIdyouliketosilino、oncoTmoreofourclas-

sesonFriday？WOuldyoubeinterestedinacampustour（aslrecaⅡyouhavevisited

herescveraItimesbefbre）？Ｌｃ(meknowandwecanmakethcarmngements

Saturdaydinnc「６：O0DinncrwithLarTyFosにⅨｌｗｉⅡpickyouupatyourholeI

Iobbyat5：４５pm

LawrenccCFoster

ProfessorofLaw

UnivcrsityofHawaii

ThankyouvcrymuchfbrthcwondcrlnlscheduleThalisper化cl1

AficrlhemectingwithDeanSoiに瓜juslIwouldliketotakepiclurcsoftheIawschooL

1ibrary，cIassroomandlandscapc・Iamlookingfbrwardlosccyou・

ｍｅｔｓｕｍｉＴＡＫＡＲＡ

３月のハワイ訪問の際にはDeanソイファーとお会いし、サマープログラム実

施に関してこちらの意図を説明した。その場にはフォスター教授のほか、エド

久場氏、ボブ仲宗根氏も同席し、いよいよサマープログラムは具体的な実施計

画を作る段階へと進むことになった。

ProfFoste「３

(8)
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Aloha. again. Thank you very much for your assistance to our program. I just

want to comfirm the schedule for our summer program, because I have to check the air

line tickets for my students. Accommodation will be checked by Bob Nakasone and

his friends in Hawaii. Bob is in Okinawa now, so it is very helpful. Would the

schedule. I mean the date and term be OK for you?

The following schedule plan is for your reference. I think you are very busy,

hope my e-mail would not bother you.

University of the Ryukyus School of Law Summer Program in Hawaii (plan)

August 28 to September II, 2004

Aug. 28, Sat. Arrival Free Time

Aug. 29, Sun. Free Time

Aug. 30, Mon. am. Lecture (lntroduction to American Legal system)

pm. Law School Library Tour, Lexis Nexis

Aug. 31, Tue. am. Lecture (Introduction to Hawaiian History, Society, Culture)

pm. Campus Tour, Hawaiian Culture Center

Sep. I, Wed. am. Lecture (Introduction to American Constitution, Hawaiian

Constitution)

pm. Observe Law School Class

Sep. 2, Thu.. am. Lecture (lntroduction to Law of tort, Contract)

pm. Observe Law School Class

Sep. 3. Fri. am. Lecture (Introduction to Criminal law)

pm. Observe Lav..· School Class

Sep. 4, Sat. Okinawa Festival Free Time

Sep. 5. Sun Okinawa Festival Free Time

Sep. 6. Mon Labor Day Free Time

Sep. 7. Tue. am. Lecture (Introduction to Business Law, Civil Procedure)

(9)



pm. Observe Law School Class

Sep. 8, Wed. am. Lecture (Introduction to Court System, Jury System)

pm. Court Tour hear cases

Sep. 9, Thu. am. Lecture (Introduction to Role of Lawyer)

pm. Law Firm Tour

Sep. ]0, Fri am. Lecture (Introduction to Hawaiian Government)

pm. Government Tour, Congress etc.

Sep. ]1, Sat Departure

* Visiting tenn changeable. movable

* Introductory lectures

* Class hour in the morning is about 2 hour. Changeable

* This is just a tentative plan. your kind advice would be appreciated.

* We'll pay for the lecture fee. and other expense account for the lectures.

We would like to know the cost.

* 5-10 students are expected to participate in.

think our law students can speak and understand English much better than

I, so we do not need lecture in Japanese. If the lecture is given mainly by

English, with a little Japanese. that is fine.

Tetsumi TAKARA

The dates are fine, depending on which professors are available on which days. I may

have to make some changes, but the overall dates for the program are perfect. We are

excited about the program and think it will be a great opportunity for your students. al­

ong that line, one of the proposed detail changes (that need not be refelcted in the

schedule at this time) is to get the Okinawa students together with our students. many

( 10)
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o｢whomspcakJapancsc

LawTenccC、Foster

ProfessorofLaw

UniversitｙｏｆＨａｗａｉｉ

上記のやり取りにおいて､筆者の意図していたものはフォスター教授が丁寧に

汲み取って、個別のハワイ大口一スクールの教官、他の学部教官および弁護士

などに依頼をし、今回の具体的なサマープログラムの完成となった。特に、ハ

ワイ大学ロースクールの学生らと懇談会が持てるようにプランを組み替えて

加えていただいたことは､本法科大学院の学生らにとって非常に意義のあった

ことと思う。また、文書に見られるように、すでに名前を挙げたエドワード久

場氏のほか､ハワイ大学イーストウエストセンターの理事であるボブ仲宗根氏

が調整の大きな役目を果たしていただいた。久場氏、仲宗根氏の協力なしには

今回のサマープログラムの成功はありえなかったといってよい。以下は、フォ

スター先生によって調整された正式のプログラム日程である｡現地で実施され

たプログラムでは聴講科目や教室、時間など若干の変更があったが、スケ

デュールを基本に進められた。

UniwrsityoftheRyukyus

StudyProgｍｍａｔｔｈｅＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＨａｗａｉｉｉ

Ｗｉｌｌｉａｍｓ・RichardsonSchoolofLaw

August28-Scptcmberlq2004

SaturdaybAugust28

ArriveHonoluluホノルル到着

SundaMAugust29

(11）
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Ｆｒｃｃｄａｙ 自由行動

Monday，August３０

９:00-11:O0Lecture・IntroductiontotheAmericanLegalSystcm，MootCourtRoom

模擬法廷教室にてアメリカ法制度入門サマープログラム講座（以下sP講座）

Ｉ］：20-12：３５observcCivilProccdureclass・CIassroom2

p-スクール講義（民事訴訟法）聴講

１２：３５－１：３０LunchwithHawaiilawschoolsludents・MootCourtRoom

p-スクール学生とのランチ交流会

］：３０－２：４５observcCriminalJusticeclass・Classroom2

ロースクール講義（刑事裁判）聴講

Tucsday，August３１

９:00-9:55TburoflawschooLCampusCcnteT

ロースクール施設案内

９：55-11：１０obscrvcContractscIass，C1assToom2

ロースクール講義（契約法）聴講

Ⅱ：20-12：３０ObseweTbnsclass・Classroom2

p-スクール講義（不法行為法）聴講

１２：３０－２：OOLunchonyouTownatCampusCcnに「昼食

２：００－４：OOLcclure，HawaiianhistoTy，Icgalissucs・Kamakak?okalani（Ccnlc「

fbrHawaiianStudies）ハワイの歴史と法SP講座

Wcdnesday6Scptcmberl

９：00-11：００Lccturc・AmericanconslitutionalIaWMoolCourtRoom

アメリカ憲法sP講座

11：00-］：３０LunchIbrumonlraqidclainces

イラクの不法拘禁問題フォーラム

Ｉ：３０－３：３０Lecturc、LawLibralyandlegalresearch

(１２）
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ロースクール図書館と法調査SP識座

Thursday、Scptcmbcr2

8:30-10:30Lcclu花,thecourtsvsteminHawaiLMoolCourtRoom

ハワイ裁判制度sP講座

１０：30-12：３０Lccture，CriminaI1awandpTocedureoMoolCourtRoom

刑法及び刑事手続sP講座

１２：３０－１：３０ＬｕｎｃｈｏｎｙｏｕｒｏｗｎａｔＣａｍｐｕｓＣｅｎｌｃｒ

ｌ：３０－２：４５obseweBusincssAssociationsc]ass，ＣＲ

ロースクール講義（会社法）聴識

３：００－４：１５observeConstilutionaILawcIass・ＣＲＺ，３

ロースクール講義（民事訴訟法）聴講

Friday9Septcmber3

obscrvecoums裁判所傍聴

８：ＯＯ－ｌ２：OOHonoIuIuDislTictCourt・judicialllistoryMuseum

ホノルル地裁、法制史博物館

１２：：ＯＯ－ｌ：３０LunchonyourownaltheFcdcraIBuiIding

I：３０－４：００obscrvestaIctrialcoms・KaahumanuHalc

ハワイ州第１審裁判所

Salurday，Seplcmber4

OkinawaFcstivaLKapiolaniPark沖縄フェスティバル

SundayoSeplember5

okinawaFesIivaLKapiolaniPark沖縄フェスティバル

Monday・September6

Holiday，LaborＤａｙ 労働記念日

Tucsday9September7

９：00-11：００Lccture、１brI1aw5MootCourlRoom

(１３）
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不法行為法SP調座

１１：20-12：２０LecmreContractlaw、MootCourlRoom

契約法識sP座

１２：20-1：３０ＬｕｎｃｈｏｎｙｏｕｒｏｗｎａｔＣａｍｐｕｓＣｅｎｔｃｒ

ｌ：３０－３：３０Lecture，AmericanpropcrtyIaw

アメリカ財産法sP講座

WednesdaybSeptember8

，：00-11：OOLecture，Stalcandnationalgovemmcnl

州政府及び連邦政府sP講座

１１：30-1：ＯＯＬｕｎｃｈｄｏｗｎｌｏｗｎｏｎｖｏｕｒｏｗｎ

ｌ：00-3：３０TourofStatcCapitalハワイ州政府訪問

VisitwithstateIegislatorsハワイ州議会訪問

TburofCityHaIlホノルル市役所訪問

Thursday；September，

８：３０－９：４５ObscrvcProにssionaIResponsibility，CIassroom2

p-スクール講義（民事訴訟法）聴講

１０：00-12：OOLecture・Americanbusinesslaw・MootCourlRoom

アメリカ商法SP講座

１２：00-1：３０ＬｕｎｃｈｏｎｙｏｕｏｗｎａｔＣａｍｐｕｓＣＣｎｔｅＴ

１：３０－２：４５observcEldcrLawdass，Ｃｌａｓｓｒｏｏｍ５

ｐ－スクール講義（老人法）聴講

Friday・SeptemberIO

８：３０－９：４５obscrveTmsls＆Estaにs、CIassToom2

p-スクール講義（信託・財産法）聴講

９：５５－１］：lOObserveEvidcnceclass・CIassroom2

p-スクール講義（証拠法）聴講

(14）
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１１：３０－１：３０Ｌｕｎｃｈｄｏｗｎｌｏｗｎｏｎｙｏｕｏｗｎ

ｌ：３０－３：３０Visitlawnrmsandbarassocialiｏｎ

法律事務所訪問法曹協会訪問

Saturday;SeptemberII

DepartHonoIuIuホノルル出発

註

（１）フォスター教授のほかに、アメリカのロースクールから、スナイダー教授がアメ

リカ法調査の講義を提供してくれる予定になっている。同教授はモンタナ大学

ロースクール教授で、沖縄に研究にいらした際に、ちょうど全国が法科大学院設

樋計画で揺れているころであったこともあって、いろいろとアメリカのロース

クールの仕組みや鰯義内容など本学内で識演をしたりしていただいた。また、英

語による憲法の調義ということで、筆者が、法科大学院を想定して英語で憲法鯛

義をした際に、毎回コメンテーターの役をしていただいた。

（２）当時のメールのやり取りなどを振り返ってみると、日本国内の法科大学院の設囲

数に関する怪情報が飛び交っており、筆者自身も文科省は国立では全国で１０か

ら１２校に絞っているのではという話の紹介をしていた。いかに不確かな法科大学

院設圏に関する情報に振り回されていたかが覗える。

(3)ハワイ州裁判所の女性裁判官がセクハラに関する報告をし、ディスカッションをし

たものである。その際にも筆者は通訳をしたが、沖縄弁霞士会の若手弁趨士の中

にはかなり英語に堪能な人も居て、活発な議論が行われた。なお、このハワイー

沖縄法律家会議の提案とまとめ役はエドワード久鯛氏であった。なお、ウチナー

ンチュ会議全体の資任者の中には久場氏のほかロパート仲宗根氏もいた。

３今サマープログラムの目的

琉球大学法科大学院は、「地域にこだわりつつ、世界を見る法曹人」の養成

を基本理念としており、沖縄のもつアジア・太平洋に開かれたその地理的・歴

史的・文化的・政治的特性を活かした教育を目指している。ハワイ大学ロース

(15）



303琉大法科大学院サマープログラム･イン･ハワイ（高良鉄美）

クールは規模的に全米でも小さな部類に属するが、アメリカ本土に比し、アジ

ア･太平洋に開かれた地理的環境にあり、また島唄という面においても独自性

を有しており、まさに国際的に開かれながらも地域に根ざしたロースクールで

ある.このように琉球大学とハワイ大学の地理的類似性は両大学の姉妹大学協

定締結を容易にした。母体大学の協定により、今後ハワイ大学ロースクールと

琉球大学法科大学院は本格的な姉妹関係を締結しようと考えている。

今回、ハワイ大学ロースクールに対し、昨年来から暖めていた、サマープロ

グラムの実施をお願いしたところ、快く引き受けていただいた。そして内容的

にも､琉球大学法科大学院の学生に対する特別講義を含めて､第1回目のサマー

プログラムで試験的ではあったものの､充実したプログラムを組んでいただい

た。「地域にこだわりつつ、世界を見る法曹人」の養成という琉球大学法科大

学院の理念に従って、ハワイ大ロースクール教官から英語で直接講義を受け、

アメリカにおける法制度について学んだり、ロースクール学生らと交流するこ

とは、参加学生らのモチベーションを高め、国際的なより広い視野を持つこと

に資すると考える。具体的に今後、本法科大学院のインターナショナルロイ

ヤー・コースに活用することも視野に入れて考えている。

琉球大学法科大学院は今年度の法科大学院教育支援プログラムについて､ハ

ワイ大学ロースクールとの単位互換制度の可能性に関する研究を申請し､採択

された。今回のサマープログラムは、いわばその最初のステップであり、今

後、さらに検討を加えて、単位認定を視野に入れ、より充実した定期的なサ

マープログラムを実施できるのではないかと考える。これを具体的に実現する

ための基本的な問題点を、今回のサマープログラムで抽出するということも、

結果的には大きな目的の一つとなったといえよう。

そして、最も現場的な目的であるが、教官と法科大学院生との親睦を図り、

親身な指導と相談などができるようなよりよい関係を作り上げるという点も

忘れてはならないであろう。

(１６）
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４サマープログラムの実施内容

①出発からプログラム実施前日まで

出発前日から雲行きが怪しく、実施前にとても心配していた台風接近が、現

実になりつつあった。本来夕方の出発であったが、風がひどくなって、万一欠

航ということにならないように､朝の早い便で関西空港に向けて沖縄を発つこ

とになった。今回参加する法科大学院生にも連絡がきちんと行き届き、沖縄出

発組は全員そろった。関西空港到着後、夜の出発時刻前には、関西空港で合流

する者も全員揃い、いよいよハワイに向かって第】回サマープログラムへの出

発である。因みに、今回の参加法科大学院生は9人で、教官は、島袋研究科長、

永田教授、徳田教授そして筆者の4人であった。時差の関係で、同じ日の午前

11時にホノルル空港に到着した｡空港にはボブ仲宗根氏とエド久場氏が迎えに

来ており、参加教官及び学生全員の首に花のレイをかけ、ハワイムードはいっ

そう高まった。ホテル到着後は、各自体調を整えるなり、散歩をするなり、英

語の予備知識を磨くなり、自由行動ということである。明晩、ボブ仲宗根邸で

沖縄県人有志による歓迎会とその集合時間をきちんと確認して､それまでの時

間を各自30日からのプログラム開始に備えるよう伝えて、解散した。来年度に

は本法科大学院の教官となる予定の武田弁護士もカリフォルニアから到着し

ていたので、プログラム開始に備え、教官だけで夕食をとりながら、打ち合わ

せをして、到着初日が終わった。

翌朝日曜日はハワイの朝日の中で目覚めたが、時差ぼけはそれほど心配な

い。ただ、筆者は初日を含め、通訳をしなければならないということをうすう

す感じていたので、まだ、英語を話す機会がないのを少し不満に感じていた。

これを解消してくれたのが、ボブ仲宗根氏邸での歓迎会である。邸宅は、ホノ

ルルの夜景が一望できる小高い丘の中腹にあり、これまたムードがあった。ハ

ワイ在住の老若男女のウチナーンチュ（沖縄人）が来てくれ、さらに沖繩から

の留学生らも来てくれていたので、英語中心の交流となってよかった。法科大

(17）
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学院生らも自己紹介を英語でということになり、ジョークを交えた非常に和気

繭々としたムードが初日にできたことはラッキーであった。

②プログラム実施

Ａオリエンテーション

８月30日月曜日、今日からいよいよサマープログラムの実施となる。９時から

フォスター教授によるオリエンテーション及び入門講義が始まるので、８時集

合ということにした。これから約2週間､土日を除く毎日ハワイ大学ロースクー

ルへ通うのである。ホテルの近くのバス停からハワイ大行きのパスが通ってお

り、便利であった。筆者は何度かロースクールを訪問していたので、皆を案内

しながら、ロースクールの象徴的な3人像の前にたどり着いた。三人寄れば文

殊の智慧といった感じである。

フォスター教授の案内で、MootCouITRoom(模擬法廷教室）に行き、オリエ

ンテーションを含めた入門講義が始まった。そこにはボブ仲宗根氏、エド久場

氏も来ており、大変心強かった。フォスター教授は、レジュメを配布し、アメ

リカの基本的な法制度についてレクチャーを開始した(1)。フォスター教授は

非常に聞き取りやすい英語で話され、通訳の筆者も助かったが、学生らにとっ

ても聞き取りやすく好評であった。

Ｂロースクール鋼義聴臓

フォスター教授のアメリカ法入門講義で基本的なところを理解した後で､生

のロースクールの講義を聴講することになる。民事訴訟法のヤマモト（Prof

Yamamoto）先生の講義であったが、事前に聴講することを承知しており、ハ

ワイ大ロースクールの学生に我々が紹介された。授業に入るとさすがに、フォ

スター教授のように聞き取りやすくしゃべるわけではない｡やはりほとんどの

参加学生にとって英語だけでなく内容も理解するには難しいようであった｡事

前にハワイ大で使用するテキストあるいは資料などを入手しておくと理解度

も幾分違ったのではないかと思う。ロースクール図書館において、シーガー

０８）
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（ProfSCegcr）先生による図譜館ツアーと法情報調査の指導があった。図薔館

は蔵書が豊富なだけでなく、ロースクールの学生たちが勉強しやすい環境が整

えられていることに眼が行った｡図書館内の壁には創立以来の卒業時の学生ら

の集合写真が掲げられており、その中には何十年か前のフォスター先生の若か

りし頃の写真もあった。各人の自習用の机も割り当てられており、別にパソコ

ン検索室もあった。レキシスやウェストローのパソコン検索はまた別の特別な

部屋があり、そこは講義もできるようになっていた。今回そこで、レキシスな

どの検索をシーガー先生の指導で実際に行なった。さらに学生ミーティング用

の部屋があり、模擬裁判コンテストなどで長期的に対策などを練るための部屋

として使用されるとのことであった。

初日には翌日琉大サマープログラムの契約法を担当してくれるぺイ先生

(ProfBch）の講義もあるので、学生らも熱心に聴いていたし、ベイ先生の講

義はわかりやすく興味のあるものであった｡法科大学院生たちはけつこう契約

の事例などを理解しているようであった。また、我々教官にとっても、どのよ

うな授業をするのか､ハワイ大ロースクールの各教官の講義スタイルを参観す

るのは非常に参考になった。筆者の個人的な専門分野なので、憲法の講義は非

常に興味があった。ソイファー学部長とヴァンダイク（ProfVanDykc）先生

の２クラスの憲法の識義があって、我々は二手に分かれたが、ヴァンダイク先

生はSPでも講義をしてくれるので、筆者はソイファー学部長の講義を聴識し

た。ソイファー学部長の低く渋みがあって良く響き渡る声の講義は、教官に

とって非常に参考になった｡ほとんどソクラテスメソッドというよりは講義中

心であったが、学生にはわかりやすく、このような授業方法もあるのだという

ことに感動した。そして最も法科大学院生に人気があったのが、アントリーニ

(ProfAntolini）先生の識義である。アントリーニ先生はロースクールの学生

にも人気が高く、講義内容でもマクドナルド事件を挙げ、マクドナルドのカッ

プに入ったコーヒーを示しながら、次々と学生に質問をしていく、ソクラテス

(１９）
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メソッドの典型であったが、素晴らしかった。学生らには、ｓＰプログラムでの

アントリーニ先生の不法行為法の講義を心待ちにしている様子が伺えた｡最終

日にSP講義をしてくれるレピンソン（ProfLevinson）先生の商法も聴講した。

レビンソン先生は、今学期から初めてロースクールで講義を持たれるそうで、

若手の先生でもあるし、どのような講義をするか楽しみであった。若手らし

く、パソコンでパワーボイントを使用して講義をし、学生に飽きさせない工夫

をしていた。ソクラテスメソッドとケースメソッドをうまく混ぜ合わせてい

た。事例では、ロースクールの先生の名や職員の名が使用されたりして、面白

い講義であった。ほとんどの講義で、沖縄から法科大学院の教官と学生が聴講

するということできちんと各担当教官が我々を紹介してくれたので､安心して

聴講することができ、その心配りに感謝している。

ＣＳＰ講義

フォスター教授のアメリカ法入門講義は､アメリカにおける法制度の概観を説

明したもので､連邦制や司法制度など憲法の基本内容やコモンローなど英米法

の特徴を取り上げられた。いくつかの資料を配布し、アメリカの法制度につい

てわかりやすく例を挙げて説明された。２日目のハワイ大学やロースクールに

ついてのフォスター教授の識義では、いろいろなパンフレットなどが配布さ

れ、ハワイ大自体がいくつかの博物館や美術館をキャンパス内に有し、地域住

民や観光客にまで開放されていることを説明してくれた｡前日もそうであった

が、フォスター教授の丁寧な説明で学生の方も理解力が増し、英語で質問した

り、かなり積極的になっていた。

契約法のベイ先生は､いろいろな例を出しながらアメリカにおける契約概念

を識義した｡Considerationという概念が日本ではなかなか捉えにくいようで、

学生らもいろいろ質問をしていたが､前日のべイ先生のロースクールの講義を

聴講したおかげで､ＳＰ用の講義内容をある程度つかむことができ、内容理解の

手助けになったようである。
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刑法と刑事手続きの講義は、外部の非常勤講師で、軍の法務担当をされてい

るシーハン（ProfShechan）先生が担当された。日本の実習船えひめ丸のハワ

イ沖での米海軍潜水艦との衝突事故の際、日本側との間に立って活躍された方

だそうだ｡刑法の犯罪よりも手続きが中心だったのでやや学生たちにはわかり

にくそうであったが､武田先生の通訳で何とか理解したように見えた。まだ刑

事訴訟法を法科大学院で習っていなかったのが少し響いたようである。

フォスター教授のアメリカ司法制度の講義では、連邦だけでなく、いくつか

の州の裁判所組織についても紹介されたので､学生たちには州によって裁判所

の呼び名も異なっていることに鰯いているようであった｡連邦の裁判諸制度だ

けでなく、ハワイの州裁判所およびローカル裁判所についても説明があったの

で、日本にはない制度で非常に興味深かった。この講義は後に裁判所に行って

実際に裁判を傍聴する際の制度理解のためのものであった。後述する州の第1

審裁判所の裁判傍聴の際に予備知識として役に立った。

ヴァンダイク教授のアメリカ憲法の講義では､模擬法廷教室にある大きなモ

ニターテレビのようなものにパソコンの画像を映して､アメリカ憲法に関連す

る文書やキーワードなどを説明していた。このモニターテレビのようなものを

利用した授業は初めて見たので、なかなか興味深かった。

ハワイの歴史と法の講義は、ハワイ語を混ぜながらマッケンジー（Prof

MacKcnzie）先生が説明をしてくれ、現在に至るまでのハワイの歴史を知るこ

とができた。法制度としてハワイの原住民（Nativc）に対する保護政策がある

ことを知ったが､この元々のハワイの人々の心情など複雑なものがあることも

学んだ。沖縄とハワイの歴史的共通点と相違点がいくつかあり、沖縄問題を重

ねて考えることができる事柄もあるように感じた。

カリエス（ProfCallics）先生の財産法の講義も興味深いものであった。ハ

ワイの土地の図などを示したり、いくつかの道具を使って財産法体系を説明し

たりと、具体的でわかりやすい講義であった。アメリカでは州によって財産法
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が異なるので、いろいろな土地をめぐる財産契約があるという。特にハワイの

土地法制は、ハワイ原住民の土地保護政策もあって複雑で、日本の場合と異な

るようで学生たちにはなかなか理解に苦しむ者もいたようである。

今回sP講義で､学生たちから最も人気のあったのはアントリーニ先生であっ

た。不法行為の具体例を出しながら、学生たちにも質問を投げかけ、わかりや

すく説明をしていた。アントリーニ先生は「ハワイ大学における琉球大学スタ

ディプログラムのためのアメリカ不法行為法の基礎講義（Fumdamentalsof

AmericanTortLawLccture)」と題した約70ページにわたるレジュメを用意して

おり、ＳＰ講義に対する向き合い方も参考になったし、熱の入れ方にも教官･学

生とも感動した講義であった。学生たちも損害賠償に興味があり、いろいろ質

問をしていた。特に日本にはない懲罰的損害賠償に対しては、多くの質問があ

り、刑事罰との関連性なども議論となった。時間をかなりオーバーしながらも

学生らの質問に答えていたし、時間が短く感ずるほど引き込まれる講義で、

我々教官にとっても参考になった。

レビンソン先生の商法は、パワーボイントを駆使したテンポのある講義で

あった。若い先生らしく、学生たちには非常にフレンドリーで、また、事例と

して出す設問もアメリカの若者や学生たちの生活などを表したものであった．

パートナーシップという形式の会社設立が､なかなか日本的な会社の理解には

当てはまりにくく、この辺には学生たちは質問が集中していたが、それでも時

間は足りないほど、ｓＰの最後の講義は熱気があふれたものであった。

Ｄ課外授業

課外授業も今回のサマープログラムの目玉の一つである。この目玉が３つも

あった。まず、裁判所見学である。ハワイ法制史博物館やハワイ州最高裁判所

(法制史博物館と同じ建物、つまりその2階にある)、州の第１審裁判所などを

見学した。法制史博物館では小学生たちが見学に来ており、小学生による模擬

法廷なども開かれていた｡いかに子どもの頃から市民に法の理解を教育してい
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るかが伝わってきた。第１審裁判所では数多くの法廷室があり、人が溢れてい

た。さすが訴訟大国アメリカというのをハワイでさえも感じた。そこの中のい

くつかの裁判を実際に傍聴したのである。陪審制や証言、中には鎖で繋がれた

被告人などを目の当たりにした法科大学院生らはびっくりしていたようであ
る。

２番目は州政府庁舎見学である。ここではフォスター先生の夫人であるプレ

ンダ（BremdaLeiFoster）女史に、大変お世話になった。庁舎のI階は一方が

ハワイ州上院、反対側が下院になっていた。プレンダさんは元州政府の有能な

事務局長のようなものをされていたそうで、まず、上の階の】室で我々に州政

府に関する講義をしていただいた。プレンダさんは資料も用意されて、フォス

ター先生同様に聞き取りやすい丁寧な英語で話してくださり、通訳としては非

常に安心感を与えてくれる方であった。また、プレンダさんのセッティングで

なんとハワイ州上院議長パンダ氏と下院議長セイ氏に直接お会いしてお話し

することができ、学生らもいろいろと質問をする機会があったのは､本当に素

晴らしいことであった。さらに、州知事室も見学することができただけでな

く、副知事のアイオナ氏と歓談し、いろいろな質問をすることができたこと

は、我々にとって通常のSPではありえないような体験であった。

３番目はハワイの法律事務所および法曹協会（BarAssociation）を視察するこ

とができたことである。ハワイで最大級（弁護士数70人ほど）の法律事務所で

あるグッドシル・アンダーソン・クイン.アンド・スタイフェル（Goodsi1

AndersonOuinn＆Stifd）法律事務所をはじめ、中人数（20～30人ほど）のベイ

ズ・デヴァー・ラング・ローズ・パパ（Bays・Deavcr・Ｌｕｎｇ・Rose・Baba）法

律事務所及び少人数（２～3人）のシユクロヴ・バーマン・オコナー（Shklov・

Berman&O0Connor）法律事務所を訪問し、各事務所で丁寧な説明を受け、質問

などに答えていただいた｡事務所内の資料室や各弁護士の個室なども拝見する

ことができたことは､本法科大学院生の将来の仕事へのモチベーションを大い
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に高めたと思われる。法曹協会ではリン・アンザイ（LynAnzai）会長が我々と

直接面会し、いろいろな質問を丁寧に答えていただいた。我々のsPの最終日で

あったこともあり、またアンザイ会長の話はナチュラルスピードに近かったの

で、ここではなるべく通訳をしない形で学生たちには聞いてもらった。英語の

うまい学生は当然であるが､それほど英語が得意でなかった学生ももう結棡英

語には慣れていたようである。

Ｅ交流会等

初日、ロースクールの生の講義聴講を終えた後､模擬法廷教室では飲み物と

サンドウィッチが用意され､ハワイ大ロースクールの学生たちとのランチ交流

会が催された。日本語や日本に興味のある学生に呼びかけて集まってもらった

そうである。日本語を流暢に話す者もいて、英語と日本語があちこちから聞こ

えてくる。そこで知り合って、ハワイ大やホノルルの街の情報を入手した者も

いた。本当にフォスター先生の取り計らいには恐れ入った。これから約2週間、

ロースクール内で顔を見かけることになるかもしれないし､楽しく過ごせる希

望が出てきたようだ。

２日目のお昼時間に、模擬法廷教室でPeacclnstituIeによるランチフォーラム

が開催された。イラクにおける米兵によるイラク人捕虜虐待問題を取り上げ、

専門の異なる3人の先生方がいろいろな角度からこの問題を取り上げていた。

聴衆の中からも鋭い意見などがあり、ロースクールならではの活発なフォーラ

ムであった。個人的にはヴァンダイク先生の人権の側面からの報告に関心が

あった。琉大法科大学院生も何人か参加しており、白熱した議論とその雰囲気

を味わうことができたことはいい体験だったと思う。ここでもプログラムに編

成したフォスター先生の取り計らいに感激した。

Ｆスペシャル

今回は初めてのサマープログラムということもあるが､課外授業や交流会以

外にも本当にスペシャル続きであった。一つはハワイ・ウチナーンチュ・ビジ
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ネス･ネットワークメンバーとの夕食会に招待されたことである｡ＷＵＢ（ワー

ルド・ウチナーンチュ・ビジネス・ネットワーク）のハワイ本部であるが、非

常に活発な会である。夕食会ではいくつかのテーブルに分かれ、法科大学院生

と教官を配置した。英語中心であるにもかかわらず、皆リラックスしていたの

で、おいしい食事に会話が弾んでいた。筆者もスピーチを迫られ、話すことに

なったが、意外にジョークが大受けの連発であったので本当に楽しかった。

もう一つは、ウチナーンチュ・フェスティバルである。ＳＰのちょうど中日

に土日の2日間行われた。会場のカピオラニパークはウチナーンチュの熱気に

溢れ、沖縄がハワイに再現されたようであった。Ｈｅｉｗａ－ｄｏｒｉ（平和

通り）があったり、サーターアンダギーなどいろいろな食べ物、特産物があっ

た。食事のところは長蛇の列である。とにかく人も多く、大賑わいであった

が、ここで我々はとあるボランティアをしたのである。それがＧｏｍｉ－ＧＵ

ＭＩ（ゴミ組）である。Ｇｏｍｉ－ＧＵＭＩと書かれた半被（はつぴ）のよう

な物を着て、ゴミ拾いをするのである。法科大学院生もこのボランティアに参

加し、何とかハワイのウチナーンチュに少しでも恩返しができたと思う。

③プログラム終了

ハワイ州法曹協会の訪問を終えて全プログラムを終了した最終日には､フォ

スター先生からＥＡＬＵ１と書いた終了証を頂き、記念撮影をして解散した。

長いようであったが、終えるといろいろなことが懐かしく、実のあるもので、

短く感じた。

翌日、朝早くから空港行きのパスを待っていたが、なんとそこへ各教官と各

法科大学院生のためにプレゼントのレイとキーホルダーを抱えてボブ仲宗根

さんとエド久場さんがやってきたのである。もう何ともいえないほど感動して

しまった。最後の最後まで人とのふれあいを感じさせるプログラムであった

し、参加した法科大学院生も法曹に必要な技術だけでなく、大切な心の問題を

習得する機会になったのではないかと思う。
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註

（１）実施されたプログラム内容はフォスター教授の予定したプログラムと比べて、聴

調科目や教室、時間など若干の変更があったが、基本的には、プログラムに沿っ

た内容であった。

５反省点次回へ向けて

再三述べているように、今回のサマープログラムは、将来の充実したプログ

ラム展開に向けた、いわば試験的なものであった。したがって、実施体制を含

め多くの点に関し反省を抜きにしてこのプログラムの発展は望めない｡実際多

くの反省点が見られ、改善すべき事柄について対策が採られなければならな

い｡しかしながら､次年度以降のプログラムの基礎は十分にできたものと思う。

主な反省点を挙げると、まず､研修前のプログラムの内容に関する何日かに

わたるオリエンテーションの実施が必要でなかったかと思う。つまり、法律英

語を含めた簡単なアメリカ法入門などの講義を行い､事前の予備知識を習得さ

せることでより充実した成果が期待されるということである。また、琉球大学

法科大学院では現在2年次に法律英語を配置しているが、サマープログラムの

研修を考えると1年前期の方が教育効果が上がると思われる。ハワイ大学の方

からレジュメなどを先に入手し、事前に読んでおくと理解度が増し、より高度

な内容の講義受講ができたのではないかと思う。

時間の調整なども今回反省しなければならない｡ハワイ到着後の時間につい

て、各自で有効活用するということと、本来、ロースクールで受講する際に時

差ボケがあると居眠りをしかねないので、時差の調整ということであったが、

時間をもてあましていた者もいた。プログラム実施前日に、プログラム開始に

向けた何らかの決意式のような懇親会を開くべきだったと感ずる｡それは教官

と法科大学院生の関係をより親密にすることが目的の一つであったはずであ

るからであり、滞在中、教官と法科大学院生の懇親会は２度ほどしかなく、も

う少しあった方がいいと感じた｡。
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今回最も悔やまれるものはビデオである｡デジカメは持っていたもののビデ

オを持参していなくて､サマープログラムの様子が記録として残っていないこ

とは、残念ということを通り越してしまうほど致命的であったと反省してい

る。しかし、今回の経験を生かし、次回のプログラムに向けてより充実した内

容を検討することが可能になったと思われる。何よりも、法科大学院で何を学

ぶか､予備校とは異なる教育とは何かを教官だけでなく学生たちも感じること

ができたように思われる。

われわれは、ハワイ州の政府ビル（ガパメント）を訪問したが、そこで上院

議長、下院議長そして副知事と直接お会いして、質疑応答をした。各議長、副

知事とも多忙な中、時間を割いてください丁寧に質問に答えていただいたこ

とには本当に感謝している｡下記の副知事のホームページにあるニュースでわ

れわれの訪問が取り上げられたことは、法曹を育てる専門教育機関としてス

タートした1年目の法科大学院の将来について大きな期待を表すものである

と考える。このような機会を具体的に設定していただいたLarryFoSter先生

およびBrcndaFostcr女史にあらためて感謝申し上げるしだいである。

September］５，２００４０kinawanlawstudcntsfmmthcUnivcrsityofthcRyukus，

Okinawa・ｍｃｔｗｉｔｈＬＬＧｏｖｅｍｏｒＡｉｏ汎ａａｓｐａｒｔｏｆｔｈｃｉｒｓｔａｙｉｎＨａｗａｒｉｔｏｏｂscrve

Americanlawinvariouscourtroomandclassruomsettings

Lt・GovernorAionaWeIcomesLawStudentsfmmOkinawa

Lt・OovemorAiona，afiormerHamilycourtjudge，welcomcdfirst-ycarlaw

students行omtllcUnivcrsityoflheRyukus、Okinawa、whowercjnHawai､ifbratwo‐

weckviSit・ThcsestudentsofAmericanlawobservedthestateandfederalcourts，at-

tCndCdICcturCsandme【WithfncultymembcrsattheUniversityofHawariRichardson

Schoo1ofLaw．
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